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新全体主義
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私
達
ひ
と
り
ひ
と
り
の
人
間
の
中
に

は
人
格
が
あ
り
、
ひ
と
つ
の
人
格
の

中
に
も
、
様
々
な
側
面
が
あ
り
ま
す

。私
達
の
人
格
は
、
様
々
な
経
験
の
中

で
意
見
を
変
え
た
り
、
時
に
は
考
え

方
ま
で
変
え
て
し
ま
う
事
も
あ
り
、

時
間
の
経
過
と
共
に
様
々
な
側
面

を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

人
格
の
中
に
は
、
ま
だ
眠
っ
て
い
る

様
々
な
側
面
が
あ
る
の
で
す
。
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ひ
と
り
の
人
間
の
中
に
は
、
ひ
と
つ

の
人
格
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
ふ
た
り
の
人
間
が
集
ま

る
と
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
。
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ふ
た
り
の
人
間
が
集
ま
る
と
、
そ
の

間
に
は
第
三
の
人
格
（
集
団
の
人
格
）

が
現
れ
ま
す
。

集
団
の
人
格
は
、
個
人
の
人
格
と
は

別
の
独
立
し
た
人
格
と
考
え
た
方

が
良
い
で
す
。
個
人
の
人
格
が
ｙ
ｅ
ｓ

と
ｙ
ｅ
ｓ
で
も
、
集
団
の
人
格
が
ｎ
ｏ
と

答
え
る
事
も
あ
り
ま
す
。

集
団
の
人
格
の
中
に
も
、
個
人
の
人

格
の
中
と
同
じ
よ
う
に
、
様
々
な
側

面
が
あ
る
の
で
す
。

集団の人格
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理
論
的
に
は
、
３
人
が
集
ま
る
と
七

つ
の
人
格
、
４
人
が
集
ま
る
と
十
五

の
人
格
、
５
人
が
集
ま
る
と
三
十
一

の
人
格
が
現
れ
る
事
に
な
り
ま
す
。
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実
際
に
は
膨
大
な
数
の
集
団
の
人

格
が
存
在
し
て
い
る
は
ず
で
す
が
、

単
純
化
の
一
例
と
し
て
、
下
記
の
よ

う
な
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
モ
デ
ル
を
使

う
と
解
り
易
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

右
か
ら
、
３
人
、
５
人
、
２
人
、
６
人

の
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
て
い
ま

す
。

今
は
、
個
人
の
人
格
と
集
団
の
人
格

に
色
分
け
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

を
例
え
ば
、
卵
が
先
か
鶏
が
先
か
で

色
分
け
し
て
、
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下
記
の
よ
う
に
な
っ
た
と
し
ま
す
。

個
人
の
人
格
だ
け
を
見
る
と12

対
４

な
の
で
、
純
粋
に
投
票
す
る
と
白
の

圧
勝
に
終
わ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
矢
印
の
グ
ル
ー
プ
に
出
向
い

て
働
き
か
け
を
行
う
事
に
し
ま
す
。

そ
う
す
る
と
、
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ご
覧
の
よ
う
に
、
６
対10

で
緑
が
逆

転
し
ま
す
。
も
う
少
し
頑
張
る
と
、

緑
一
色
に
出
来
る
こ
と
が
解
る
と
思

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
グ
ル
ー
プ
分
け
を
使

う
と
、
世
論
の
操
作
が
と
て
も
行
い

易
く
な
り
ま
す
。

下
記
の
モ
デ
ル
は
、
グ
ル
ー
プ
内
が

フ
ラ
ッ
ト
な
関
係
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
に
役
職
が
付
く
と
、
少
し

複
雑
に
な
り
ま
す
。
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リ
ー
ダ
ー
に
任
命
さ
れ
た
こ
と
が
、
六
人
の
総
意
（
集
団
の

人
格
）に
影
響
が
無
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
フ
ラ
ッ
ト
な
モ
デ

ル
で
解
釈
し
て
も
構
わ
な
い
が
、
任
命
さ
れ
た
事
で
意
見

が
変
わ
る
、
若
し
く
は
、
発
言
力
が
変
わ
る
時
は
、
基
本
的

に
は
、
右
図
の
よ
う
に
、
本
人
の
個
人
の
人
格
と
他
の
五
人

の
総
意
の
間
に
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
人
格
が
現
れ
た
と
解

釈
し
ま
す
。

左
図
は
、
右
図
を
単
純
化
し
た
表
記
と
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
完
全
な
る
左
図
の
モ
デ
ル
と
し
て
は
、
完
全
な
る

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
方
式
で
、
リ
ー
ダ
ー
の
意
見
が
五
人
の
総
意

と
な
る
パ
タ
ー
ン
と
、
逆
に
リ
ー
ダ
ー
が
意
見
を
失
い
、
五

人
の
総
意
が
リ
ー
ダ
ー
の
意
見
に
な
る
パ
タ
ー
ン
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
例
は
稀
で
あ
る
為
、
基

本
的
に
は
、
右
図
の
解
釈
が
隠
れ
て
い
る
と
考
え
た
方
が

良
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
最
初
か
ら
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
影
響
力
を
織
り
込

ん
で
、
階
級
の
無
い
フ
ラ
ッ
ト
な
モ
デ
ル
で
表
記
す
る
方
法

も
有
り
で
し
ょ
う
。

リ

リ
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人
々
は
、
全
体
主
義
に
よ
っ
て
多
く

の
個
人
を
犠
牲
に
し
、
個
人
主
義
の

自
由
に
よ
っ
て
、
多
く
の
不
幸
を
生

み
出
し
て
き
た
。

新
全
体
主
義
と
は
、
全
体
に
お
け

る
個
々
人
と
個
人
間
に
発
生
す
る

関
係
の
総
称
で
す
。

こ
の
考
え
方
を
理
解
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
様
々
な
枠
組
み
の
存
在
が

明
確
に
な
り
、
個
々
人
の
可
能
性

が
広
が
り
ま
す
。

個人主義

新全体主義

全体主義
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１
、
個
人
の
責
任
を
全
体
に
分
散
し

易
く
な
り
ま
す
。

２
、
全
体
の
問
題
に
対
す
る
個
人
の

責
任
を
自
覚
し
易
く
な
り
ま
す
。

３
、
全
体
の
問
題
に
対
し
て
個
人
の

責
任
を
回
避
し
易
く
な
り
ま
す
。

４
、
自
分
に
有
利
な
枠
組
み
を
認
識

し
易
く
な
り
ま
す
。

５
、
全
体
を
認
識
す
る
こ
と
で
、
協

力
関
係
を
築
き
易
く
な
り
ま
す
。

個人主義

新全体主義

全体主義
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